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沖縄舞踊の歴史的背景について

〈その 3)

一一祭りと芸能一一

清 水 子士守田

1.はじめ

2. 古代の神の観念

3. 島々の祭り

4. 祭りと芸能

5. むすび

1.は じ め

世界の芸能の中で，独特の地位を占める沖縄は，芸能の宝庫といわれるだけあって，様々な

歌と踊りが人々の生活の中に息づいている。

その特色は，おしなべて古風，濃い郷土色があげられ，歴史と信仰に裏づけられた自然発生

的なもの，又，風土，伝統の特殊性の中に置いてみるべきかと思われる。

今日各地に伝承される様々な民俗芸能をみると，おおよそ，それぞれを母胎とした祭りの儀
(1) 

礼の要素をどこかに残しており，民俗芸能の様々なかたちの成立と，その展開のあとを見てい

くには，祭りとのかかわり，そして，その祭りからどのように展開していったかを観察してい

くのが，もっともわかりやすい方法かと思われる。

沖縄舞踊の歴史的背景をしらべるについて，まず，芸能を大きく分類すると，祭柁芸能，民

俗芸能，古典芸能の三つになる。

その沖縄の芸能は，さかのぼって古代からみると，農耕社会を背景にした祭りの場で生ま

れ，育っていることを特徴にしている。

農作物の豊穣に感謝し，あらたなる年の豊穣を予祝するため，遠来の神を寿ぎ，歓待する場

に芸能の芽は育って行ったのである。

そこで，沖縄芸能における舞踊の原流，内容を一層深く認識するために，祭りの中で，その

*慶麿義塾大学体育研究所助教授
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沖縄舞踊の歴史的背景について(その 3)

生い立ちを考えたいと思い，今回は，祭紀芸能，そして民俗芸能について諸文献を参考にし

て，本論文をまとめた。

注 (1) 三隅治雄・西角井正大・仲井幸二郎編『民俗芸能辞典』東京堂，昭和56年， 24頁'"'-'32頁。

2. 古代の神の観念

沖縄の島々にいつ頃から人類が住みつくようになったのかは定かで、はないが，考古学や人類
(2) 

学の研究により，かなりの古さにまでさかのぼることができる。

人類が地上に現われ，生活をはじめた原始時代で、は，神への祈りだけが，唯一の心の支えで
。)

あったことは，だれしも想像できることである。

その祈りの儀式を呪術といい，超自然、の力をかりで目的，願望を達成しようとする行為とい

える。それは，まさに，狩猟，漁拶，農耕，治病，争い，災厄防止など，未開社会のあらゆる

日常生活に深く結びついていたことである。

祈りが高潮し，人々が放心状態になった時，神がかり的な動きが始まり，その結果から効果

があった時，人々は神の奇蹟と，祈祷の神秘性を肯定して行ったのである。

やがて，それらの動きが統一され，個々の動きは集団として発展していくようになると，人

々の中から，自然発生的にそれを統括するリーダーの役目をする人が必要とされる。

これが「亙女」であり，古くはかんなぎと呼ぶ。その亙女たもの神がかり的な動作が「舞」
ω 

としみ芸能の，大きな母胎になっているといわれている。

祈りの表現の場は，お獄〈ウタキ又はオン)，御願所，などの拝所や部落の「あしやげ」のある
(5) 

広場などで演じられた神への奉納のである。それゆえに，これらの芸能を芸術の分野としてみ

るのではなく，宗教的，信仰的行動，動作による神との対話の方法であったと考えられるので

ある。

そこで祭りに迎えられる神はいったいどこから来るかということだが，これは，すむ土地の
(6) 

環境や，時代時代の人々の考えによってさまざまに変ってくる。たとえば， 四方を海に囲ま

れ，村落をその海の見える平地や丘に構えることの多かった我国の古代においては，人々は，

遠く海の彼方におのが魂のふるさとともいうべき美しい楽土のあるのを空想して，その楽土か

ら，ことあるごとに神を迎えた。

沖縄では浄土を「ニライ カナイJ(儀来河内)， その主宰神をあがるいの大神(うふぬし〉と
σ) 

いい，あがるいは東方という意を含んでおり，東海に，あるいは天国に，と同じように楽土を想

像していたようである。万物に霊ありとするアニミズム的な考え方も，少くとも慶長(1600年〉
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沖縄舞踊の歴史的背景について〈その 3)

のころまではおこなわれており，沖縄の信仰と芸能は，本土の南限を示すものと思われる。

次に神に関する言葉から，その内容についてふれてみると，

げ) ミセセル，オタカベ，その他

生産力の低い原始社会では，生産と直接かかわりあっている自然との対決が常に大きな社会

問題であり，調和したり克服しようとするための祭りや呪術が盛んに行なわれた。

超人間的な力を持つ神にすがることで自然の威を乗り越え，生産豊穣の予祝をしようとする

願望が，神祭りにおける呪詞となって発達するようになる。その呪詞がし、わゆる宣り言であり，

豊穣を願う切なる緊張を，言霊信仰に基づく「はれ」のことばで表現しようと努めるところ

に，あらたなる呪詞の発展が約束されるのである。
たか のだてごと みせ

このような人と神，神と人との心を繋げる呪詞が，沖縄の島々では，お崇ベ，宣立言，御室
うむ てい ぐち かんふつ にが ふつ

せる，思い，照るく口，神口，願い口などと呼び分けられながら，今でも生き残っているので
(10) 

ある。

それらはすでに化石化しており，自律的な発展性を持つてはいないが， うっそうとした御獄

の中で，&女によるひたぶるな呪言のくり返しが行なわれ，神との交感を感じるのであろう。
まゅんがなし

呪言を発する主体としての「まれびと」は，沖縄では， iまやあの神Ji真世加那志Ji赤また

あ，黒またあ」などと呼ばれ，海の彼方から幸福をもたらす神として広く知られている。
のる つかさ

(吋祝女， Z
奄美，沖縄諸島で、公儀の祭犯をつかさどった女神職を「ノロ」とし、う。一村または数村に一

人の割で置かれた。農作物の儀礼にはノロが中心となり，その村の根神や他の神女たちを従え

て行事を行なった。ノロは村行事に参加し，司祭するのが本分であり，ノロの住む家をノロド

ンチ〈殿内〉といい，そこには職能神としての火の神を記っている。

村の草分けの女神職である根神や一族の神女であるクデは，祖霊を守護神とするといわれる

が，ノロは火の神を守護神とした。宮古，八重山にはノロと称するものはなく，ツカサ(司〉

と呼ばれる女神職が村々にいて，御獄の司祭をつとめた。

本土の信仰では，神を降ろすには，柱，榊，松，幣束などを神座とし，あるいは亙女が神が

かりして亙女自体に神を招いたものであるが，沖縄では神座を設けず，もっぱら祝女・司など

と呼ばれる亙女に神を降ろした。

後に述べる，ウンジャミ祭りの神を例にとると，この祭りの中心となるのは女性である。祭

りの当日，各地の集落から祭記女が祖先の原住地かと伝えられる丘陵地の森に集まり，神あし

やげと称する四方吹抜けの瓦ぶきの建物の中に入って身仕度をする。 シノレジン(白衣)と称す
かずら

る白麻の打掛けを羽織り，頭に白布を巻く。そして，藁に葛を巻いてつくったガンシナをその
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沖縄舞踊の歴史的背景について(その 3)

上に巻く。これは女たちが，わが身に神を依りつかせるための住度である。

身仕度をととのえた女たちは，神あしやげの中に列座し，用意された御獄の清水で額を二度
うみな

撫でる。これを「御水撫で」の儀式というが，これは清水の中にこもる神霊をわが身につけ

る，いわゆる「神がかり」儀礼の一つで，こうすることで、女たちは，ただの人聞から神そのも

のに変身するのである。

人が神に変わるなど，現代のわれわれには理解できないことだが，祭りの世界では実現する

ので、ある。

現実に「御水撫で」を終えた女たちは，ここで改めて，ノロ神，若ノロ神，根神， ピラムト

神，遊び神，アジ神などの神名が与えられ「生き神Jとして一般参詣者に対するのである。御
もんちゅう

水撫での後，居並ぶ神達の前にあちこちの集落から集まってきた，各血縁集団(門中とよぶ)を

代表する男たちが恐る恐る膝行して， うやうやしく拝礼し，神酒の入った盃をその神たちから

戴くのである。

伝承では，生き神たちは各血縁集団の先祖神で，その神たちへ子孫の代表者が感謝を捧げ，

あわせて神のセジ(霊魂〉を生き神から戴く，というのがこの盃ごとの趣旨だという。

日本の古代社会でも，女性がムラの祭犯をつかさどり，男性がその指示によってムラの政治

を行なうという体制があったが，沖縄の祭りの中に，そのかたちが生きているo

的 ニライ・カナイ アマミキヨ
(11) 

「おもろさうしJの中には，ニルヤカナヤ，ギライカナイ(儀来河内〉としてあらわされて

いる。

伝承では， アマミキヨ(人聞の先祖といわれる神)が天からおりたのは， 沖縄本島東南海岸に

ある久高島だといわれているが，大昔南から渡って来た人びとが，この島につき，その後，対
ちねんみさきさいぱうたき

岸の知念岬斉場御巌に移ったものと考えられている。これは，九州一大島一辺戸岬と北からさ

がって来た南進説に対する，南方民族の沖縄渡来説， ¥，.、わゆる北進説であるが，そうした伝承

にふさわしく，久高島は今でも「神の島Jとよばれ，古い風俗を残している。

辺戸岬のアマミキヨ神話のアマミが，奄美大島のアマミで， キヨは方言のチュ(人〉と解釈

するのに対し，久高島説のアマは遠いところをさす「あなた」のなまりで， ミは海，キヨはチ

ュ(人〉つまり「遠い海から来た人」とされている。アマミキヨ神が上陸したところと伝えら

れるところは，島の人びとは，神が住みたもうたところとして神屋原とよんで神聖視していた

が，太平洋戦争で米軍が焼き払ってしまった。

ニライ・カナイ，そしてアマミキヨは，民族や神々の出どころである「根」を意味する信仰

のだいじな部分で重なり合っている。

付オボツ・カグラ
~ 
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沖縄舞踊の歴史的背景について(その 3)

「おもろさうし」にみられる「おぼつ」は，常に地上世界と対応して観念化された天上世界

である。おもろの古い辞書である「混効験集」にも「天上のこと」と記されており，オボツが
同

天上の聖域で，神の在所と信じられている。又，宮廷の祭柁儀礼歌として編集された「おもろ

さうし」巻ーに，特に強調されていることからみて，天界の神と地上の王権を結ぶ意図がはっき

りしており，これは尚真王の頃の中央集権と王権強化の時代を反映しているものとみられる。

このように，古代の人々に信仰された神々は，現代の人々の生活の中で営まれている年中行

事や，祭りの中で，時代のうつり変りと，地域的偏差をうけながら生きているはずであり，行

事や祭りの意味と性格を分析していくことは，沖縄芸能史の理解を深める貴重な資料となるの

である。

注 (2) 沖縄文化協会，沖縄民芸協会，沖縄芸能協会編「沖縄の伝統文化」沖縄タイムス文化事業局，

昭和50年， 255頁""257頁

(3) 川平朝申著「沖縄の歴史」月刊沖縄社，昭和58年， 10頁""12頁

(4) 花柳滝蔵著「日本舞踊小史」日本フォーグダンス連盟，昭和54年， 12頁

(5) 下中邦彦著「風土記日本」第1巻，平凡社，昭和50年， 316頁

(6) 前掲(5)書， 299頁""'302頁

(7) 玉城義弘著「沖縄の民俗文化」沖縄タイムス社，昭和56年， 20頁

(8) 伊波普猷著「伊波普猷全集」第5巻，平凡社，昭和49年， 255頁

(9) 前掲(8)書， 256頁

(10) 大島暁雄，佐藤良博，松崎憲三，宮内正勝，宮田登著「民俗探訪事典」山川出版社，昭和58年

334頁

ω 外間守善著「沖縄の歴史と文化JNHK市民大学講座，昭和59年， 35頁""37頁
ω 前掲(10)，38頁

3. 島々の祭り

祭りは，いうまでもなく，自分の生命とムラの生活を護ってくれる神，あるいは，自分たち

をおびやかす厄神などを迎えてもてなす儀礼で，季節の折り目，婚礼，新築祝い等の祝事や，

早魁，飢謹，疫病など不時の災害の起きた時などにもよおされた。

それらの祭時には，それぞれの目的に応じた祈願，呪薦の儀礼作法が行なわれたが，その儀

礼が， じつは，発生的にみると，のちに芸能とよばれる行動を生む種子となったので、ある。

沖縄は古風な祭りが多い。現在行なわれている数多い年中行事の中から，芸能をともなう主
同

な祭りをぬき出してみると，次のようになる(月・日は旧暦による〉。

0正月二十日 二十日正月
ずりま

那覇市辻町にあっては尾類馬行列がある。この日は正月の終りであるとして，なごりを惜
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沖縄舞踊の歴史的背景について(その 3)

しみ，ご馳走をつくり一夜歌舞音曲を奏する。

03月3日 三日遊び

女の節供と言われ，沿海の部落では女子が浜に出て遊び，舟遊びをし，鼓を打って歌舞を

する。

04月'""-'5月 腰休み

農事，又，以前は製糖などの作業が一段落した時に仕事を休み，祭りを行なう。男子によ

る歌舞音曲の催しゃ，棒踊り，手踊りなどがある。

05月4日 腿竜船

ユッカヌ日といい，海岸部落中，漁業の盛んな所では海神を祭り，]J¥e竜船を催す〈糸満，港

川，塩屋，平安座など〉。船歌をうたう。

06月中 豊年祭

この祭りは3日間続く。第1日は前年の豊作祈願を解く祭り，中の日は今年の豊作を感謝す

る祭り，後の日は来年の豊作を祈念する祭りである。祭りにはアカマタ， グロマタを出す。

八重山の豊年祭が一番盛大のようである。巻踊りをしたり，綱引きや村芝居を行う。

本土には豊年予祝の祭りはあるが，感謝の祭りというのは，雨乞感謝を除いてはほとんど

見あたらない。

8月の結願祭。 8・9月の節祭， 9. 10月の種子取り祝いなど，すべて農耕に関する祭り

である。このように沖縄に農耕の祭りが多いのは，し、かに食糧が乏しかうたかを物語るよう

に思われる。

07月 精霊祭，海神祭，シヌク¥ワラビミチ

13日より 15日にかけて精霊祭(盆の行事)，アンガマ，念仏踊りの催しがある。 16日にはエ

イサー(盆踊り〉がある。
けちがん ぐち

08月中 結願，柴差し，テルク口，八月踊り

島により毎年，又は隔年おきに結願の祭りを行なう。弥勤，棒踊り，獅子舞い，狂言，舞

踊などの催しがある。

十日柴差し。魔除け，鎮魂とも考えられている。神人が全部あしやげに集まり祈願をし，

屋内に円陣をつくり，オモイを歌いつつ踊る。又，テルク口遊びをする。 15日夜，棒踊りや

村芝居を行う所が多い。そして，この日から16日にかけて，女たちの臼太鼓がある。ただし

これは毎年というのではなく，隔年， 4， 5年などに一度，豊年の時などに行う。奄美諸島

では，この15日前後，八月踊りが盛んに踊られる。
vで

08・9月 節祭り

八重山で、は節祭りにマヤヌ神を祭る。

- 24ー



沖縄舞踊の歴史的背景について(その 3)

腿竜船と巻踊り，アンガマ踊りを催す。

09月9・10両日

大島郡硫黄島では，鎮魂のため，女たちが九月踊りを踊る(俊寛の霊を慰める〉。

09・10月 種子取り

1週間にわたる種子取り祭りがあり， 2日間の村踊りがある。

010月 曲玉祭り

八重山郡島与那国島に.25日にわたる祭事があり，そのための舞踊がある。

012月14日 イザイホー

12年に一度，久高島に行われる。沖縄の祭の中で，最も華麗で洗練されたものといえる。

以上，年中行事は，このような農耕儀礼と関連づけて考えられるほか，祖先祭りや，家内の

健康を祈り，邪気を払うもの等があるが，その意味あいは複雑にからみ合い，今後の研究，検

討がまたれるものである。

沖縄の島々の古い祭りに関しては，諸文献の各処祭犯の章にひととおり(巌の名，神名，い

つ，何のために祈願するか，祭りを行う人々，供物や所によってはその祭詞や神歌や神託， 獄々 の由来〉

記載されているが，惜しいことには，祭りに行われた芸能のくわしい様子，特に踊りについて

等は，ほとんど明らかにされていない。ただ，長々とミセセル(神託〉を記L.r此言葉ニテ謡

舞ナリ j. あるいは.r調躍也」とか.r臼太鼓ノヤウニ立備ヒji神遊仕タル処Jなどとあり，
詳細については記されていない。

体育研究所紀要第23巻第1号にも述べたように，特に舞踊について古くそのようすをうかが

い知る唯一の文献として，十二世紀から十七世紀にかけて島や村で、謡われた歌謡を採録，編集

した最古の歌謡集「おもろさうし〈双紙)jがある。

全22巻であり，古語を使用したいろいろの形式の歌を，特殊な表記法を用いて書かれてある

ため，その解明は極めて困難であり， おもろ解読のための古い辞書， r混効験集」などがある

が，十分に利用できないのが現状である。

歴史書のなかった時代の琉球社会の思想や古語を知るうえにも，きわめて貴重なものとなっ

ている。おもろとし、う言葉は，人間の胸中の思いを意味する語で，感情の激発するままに流れ

でる言葉をつづった歌で、ある。その起源は，古琉球の固有信仰に発し，女神官であるのろ「祝

女」の語るミセセル〈神託〉から分化発達したものとされる。

「おもろさうし」巻九の「し、ろいろのこねりおもろj，同巻十二の「し、ろいろのあすびおも

ろj，同巻十四の「し、ろいろのえさおもろ」などには，動きの解説がみられる。

こねりは手の屈折を意味し，ひいては舞の意味にも用いられた。
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あすびは神遊び〈歌舞〉を示し，えさはいわゆるエーサで，盆踊風の集団舞踊である。

この双紙に採録されなかった神歌， ミセセノレ，オモイなども，今日なおわずかに伝承され残

っているが，これらに合わせる舞踊は，振りの簡素，古風なもののようである。

踊りの技術的な面については，拝み手，押す手，こねり手，この三つが琉球舞踊の基本をな
帥

すものとされる。

注同前掲ω書， 38頁
:同前掲(5)書， 312頁

同宜保栄治郎「琉球舞踊入門」那覇出版社，昭和54年， 339頁""'342頁

4. 祭りと芸能

沖縄の芸能の起源については，さだかではないが，かなり古い昔から芸能らしきものがあっ

たととを諸文献，伝承土りうかがうととが出来る。

人類が地上に現われ，生活をはじめた原始社会のころから，感情の表現や，意志の伝達の方

法として，肉体(肢体〉による振りや跳躍で喜怒哀楽を表わしたものであり， それがいつしか

芸能といわれ，舞い，躍り(踊りあるいは舞踊となったので、ある。

はじめに述べたように，沖縄の芸能は，大きく三つに分類され，次のようになる。

祭把芸能
仕方

神祭り，神々の呪縛の中にあった古代祭犯の中で，生産を意味する模倣儀礼。いわゆる自

然発生的なもの。

ウンジャミ(海神祭)，シヌグ，イザイホー，ウヤガン(祖神祭)，ユークイ，赤また・黒ま

たなどがある。

民俗芸能
岡

村人たちによって演じられた豊年に根ざす神歓待の祭り。又，念仏衆が島に来て伝えたか

と思われる念仏踊りを中心にした風流系統のものとして，

ウスデーク〈臼太鼓)，エイサー，タナドウイ〈種子取り祭り)，巻踊り， クイチャー(雨乞い
はえのLま

踊り)， アンカゃマ，念仏踊り，南島踊り，獅子舞いなどがある。

古典芸能

古典音楽，古典舞踊，古典劇がある。これは，いわゆる宮廷舞踊の流れである。宮廷舞踊

の成立は，祭最~，民俗芸能を基盤にして高度に洗練され，本土から仕入れた風流踊りと共に

発達したもので，神楽，冠船踊り，端踊り，組踊り，八重山歌舞などがあるD
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これら(祭把芸能・民俗芸能〉の中からいくつかの内容にふれてみると，それは，

Oウンジャミ(海神祭〉
くにがみそんひ じ

沖縄本島北の国頭村比地にウンジャミ祭りが行なわfれる。ウナイウガミといい，女を拝す

る祭りとし、う。これに対し，シヌグをウキーウガミといい，男を拝する祭りという。ウンジ

ャミとシヌグは，年々交互に行なわれるが，古くからの祭りであるため，祭りを行なう場所

により順序がまちまちである。豊漁，豊猟の予祝であり，旧暦七月の盆過ぎに，三日崇ベの

儀礼〈神迎え，航海一漁勝一猪狩りの模擬，神送り〉で構成され， ニライカナイヘ神を送った後，

あしゃぎ庭で，婦人達の臼太鼓へと移るのである。

0シヌグ

ウンジャミの女性中心とは対照的に，シヌグは男性中心に構成されている。沖縄本島の北

部や中部東海岸の島々，又，奄美諸島の沖永良部島，与論島でも行なわれている。シヌグの

儀礼は「邪気放し、」というが，その本質は，やはりウンジャミと同じ豊穣予祝の儀礼であ

る。夜は臼太鼓があって，この式は終る。

Oウスデーク(臼太鼓〉
ちぢん

これは女性だけで踊られるもので，シヌグ，ウンジャミ祭りの構成要素である。芸態は，鼓

を持った音頭取を先頭に，女性が続き，村のあしやげ庭で円陣を組んで踊る。円は左廻りに

輪をかくように進み，歌ば琉歌，踊りは，拝み手，押す手，こねり手など，祭記舞踊にみら

れる手が入っている。

0エイサー

沖縄本島とその周辺の離島で，旧盆の15日"-'16日にかけて行なわれる盆踊り。踊る時に発

する「ェイサー」の掛け声に由来している。左廻りの輪踊りで，大和の風流踊り系のものだ

といわれている。

楽器は三線，大太鼓，パーランクー〈半胴の小鼓〉などが使用され，男女混成の舞踊である。

男性は楽器を勇壮に打ち鳴らし女性は音曲にあわせて舞い踊る。

0イザイホ一

久高島で12年に一度，午年の旧暦11月15日から 5日間にわたって行なわれる祭りである。

久高島で生まれた30歳から41歳までの全女性に，神に奉仕する神女としての資格を与え，島

の祭柁集団に入ることを認める儀式である。
うがんだて

祭りは，イザイホーの 1か月前に行なわれる「御願立」から始まる。祭りの 5日間は，ニ

ライからの来訪神をお迎えし，歓待し，祝福を受け，またお送りする，という構成になって

いる。

祭杷集団に入ったことのおひろめに「花さしあしび」の円舞が催される。
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。赤また・黒また

八重山の新城島，西表島の古見，小浜島，石垣島の宮良で行なわれる秘祭である。赤，黒

に加えて白また(古見〉や子供の赤・黒の出るところもあり， それぞれ草装の仮面神が海の
ゅー

彼方のニーラスクから世〈豊鏡〉を携え来訪する，というものである。
ゆ四 ばんぶどう えんゆーにが

祭りの前日，世の首尾，願解ぎ儀礼をうけて，来年の豊鏡を祈願する来年の世願いがある。

この祭りにアカマタ・クロマタ神が来訪するわけで，祭犯集団の成員として入団しうるか，

杏かの審査をする儀礼も伴っている。このため，共同体内の男子青年にとっては，一つの通

過儀礼となっている。これらの諸儀礼については門外不出であり，公開，研究については厳

しい禁止がある。そのため，この集団をいわゆる秘密結社的なものとしている。
(19) 

0クイチャ一

宮古島に伝わる芸能で， クイチャーアーグにのせて踊られる集団舞踊である。地域によっ

ては男女が別々に組をつくって円陣になり， クイチャーアーグを掛けあいながら踊る。踊り

は激しく，強い手拍子と足拍子，それに跳躍，旋回を基本動作にしている。古い昔は，っか

さうま(老祝女〉が白衣で、御獄に詣り， 踊りが始まると輪の中に立ち， ミセセルを歌い，舞

い踊っていた。八重山にもあるが，豊年祭の時踊られるほか，臨時の雨乞い，祝宴のときな

どにも踊られる。

この踊りは，一連の踊りのうち，手振りがし、ろいろに変り，拍子もしだし、に早くなり，ア

イヌのリムセを思いおこすようである。
。ゅ

などがある。(古典に関する内容について今回はふれない。〉

j主任。前掲ω書， 83頁"'87頁
間前掲帥書， 39頁"'45頁

(瑚前掲(5)書， 304頁"'308頁

倒前掲(5)書， 304頁

。。 アイヌ語で舞踊は，ホリッパまたはリムセ・ヘチリ(樺太〉などといい，シャーマンの神がか

りの激しい身体運動から起ったといわれ，まだ原始の意味を忘れてはいない。タップラカの踏み

しめる動作や，ホリッパ(輪舞〉の呪術的強歩行進などが代表的なものである。

5. む す び

沖縄の各地に伝わる祭りをこのように調査してくると，年中行事，祭りのほとんどは，豊穣

予祝と感謝を基礎にしたものであるということがわかる。

祭りの式には，神事と芸能がはっきりしない部分を含んでいるものもあるが，宮古の祖神が

草装神であり，八重山のアカマタ・クロマタが仮面草装神であることの共通性や，イザイホ一
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とアカマタ・クロマタに祭記集団への入団儀礼がみられること等，いずれも豊穣予祝のための

祭りを支える構成要素のーっとしてみることが出来る。

地理的にみると，沖縄は日本列島の最南西に位置する全域亜熱帯地域の島々で，本州あたり

ではみられない南方独特のものがある。

文化の色合いも，本州、しとはほど遠く，地理的に中国や東南アジアに近いだけに，それらの国

々からの文物を多く受け入れる歴史を重ねて，中国色や南方色を色濃く泌みこませている。し

かし，それでいてなお，地理的隔絶と交通不便なことから，本州、|では失った日本文化の古代的

要素を島々の生活の中に残しているのは，紀要第24巻第1号にも述べたごとく，ここに住む人

達が， 日本民族の伝統を純粋に受け継いでいるためであろうと思われる。しかも，鋭い感受性

と，感じたことを素直に体とことばで表現する能力を持ち合わせた人が多く，この人達によっ

て催される祭儀には， 日本の芸能の始源を想像させる要素がいくつも認められ，貴重な資料と

なるのである。

そして又，はじめに述べた祭柁芸能，民俗芸能，古典芸能の三様が，同時代に共存し，現代

にまで生き続けているのは，沖縄における伝統芸能の偉大な特徴といえる。

以上，沖縄舞踊の生い立ち，原流を，古い昔の祭りとのかかわりにおいて，調査したもので

ある。次回は豊年予祝の民俗芸能から，洗練された宮廷芸能への移行の実態について，更に深

く追求して行く心算である。

終りにあたり，本論文の指導をいただきました体育研究所教授笹島恒輔氏に記して感謝の意を表しま

す。
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